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研究成果の概要（和文）：ヒッタイト語ならびにその周辺の古代アナトリア諸言語で書かれた新資料の発見、およびこ
れらの言語資料に対して施された文献学的成果は、近年の印欧語比較言語学の研究に対して、量と質の両面から以前と
は根本的に異なる視点を与えている。実証的な立場から収集した言語資料に対して歴史言語学的および理論言語学的分
析を施すことによって、それまで理解するのが困難であったアナトリア比較言語学や印欧語比較言語学のいくつかの問
題を解明することができた。

研究成果の概要（英文）：The discovery of new documents written in Hittite and other languages of ancient 
Anatolia, together with markedly improved philological and linguistic analyses, has provided us with 
revolutionary advances in Indo-European studies in terms of both the data-base and analytical techniques. 
A number of puzzling problems in Anatolian and Indo-European comparative grammar have been solved during 
the period of this research project by giving historical and theoretical analyses to the systematically 
collected data.
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１．研究開始当初の背景 
比較言語学の分野において、研究の進展に

大きな影響を与える要因は、従来知られてい
なかった新資料の発見と新しい方法論の導
入である。ヒッタイト語ならびにその周辺の
古代アナトリア諸言語に関する文献学的研
究の近年のめざましい発展は、これらの言語
を対象にした言語学的研究に対して、量と質
の両面から以前とは根本的に異なる視点を
与えている。量の面については、発掘・公開
されたヒッタイト語粘土板は近年急速に増
えた。また、象形文字ルウィ語、リュキア語、
リュディア語などの古代アナトリアで使わ
れていた他の印欧諸語についても、新資料が
つぎつぎに発掘され、それにともない個々の
言語の解読作業やデータの言語学的解釈が
着実に進展している。また質の面では、近年
の文献学的研究の進展によって、粘土板に記
録されたヒッタイト語が古期ヒッタイト語
（紀元前 1570-1450 年）、中期ヒッタイト語
（紀元前 1450-1380 年）、後期ヒッタイト語
（紀元前 1380-1220 年）に時期区分すること
が可能になった。これが言語学的分析の方法
論に及ぼす意義ははかり知れない。なぜなら、
ギリシア語史やラテン語史に匹敵する、体系
的な歴史文法の構築がようやく可能となっ
たからである。その結果、アナトリア諸語が
印欧語比較研究に対して、以前よりもはるか
に実質的な役割を果たす段階に到達したと
言える。 
 
２．研究の目的 
比較言語学の最も重要な課題は、同系統の

諸言語の比較によって祖語を再建するとと
もに、祖語の段階から各分派諸言語が成立す
るまでの歴史を明らかにするである。研究の
進展に大きな影響を与える要因のひとつは
従来知られていなかった新資料の追加であ
り、もうひとつは新しい方法論の導入である。
アナトリア語派の諸言語に関する文献学的
研究のめざましい発展は、近年の印欧語比較
研究に対して、量と質の両面から以前とは根
本的に異なる視点を与えている。本研究の目
的は、アナトリア諸語に保存されている古い
言語特徴に基づいて、従来再建されてきた印
欧祖語の動詞体系を修正するとともに、動詞
形態論における未解決の問題に対して妥当
な歴史的説明を与えることにある。 
 
３．研究の方法 
 アナトリア語派を中心に据えた印欧語動
詞体系の比較言語学的研究を 4 年間に効果的、
かつ有機的に推進するために、「印欧諸言語
の基礎分析作業」、「アナトリア象形文字資料
およびアルファベット資料の検討」、「アナト
リア楔形文字資料の検討」、「研究のレビュ
ー」、「研究の実質的推進･総括」という 5 つ
のユニットからなる研究体制を組織する。は
じめの 3 つのユニットは基本的に独立して研
究を進めるが、研究代表者と緊密に連絡を取

り合う。また適宜、研究横断的な会合の機会
を持つ。総合的な立場から研究の推進を行な
うのは研究代表者であるが、各国の研究者と
の国際的な連携のもとで、レビューや助言を
受ける機会を積極的につくる。さらに、内外
の国際研究集会などに参加し、研究の成果を
継続的に発信していく。 
 
４．研究成果 
(1) ヒッタイト語、楔形文字ルウィ語、象形
文字ルウィ語、リュキア語などの共通基語で
あるアナトリア祖語において、アクセントを
担う基本的な単位が音節ではなく、モーラで
あったことを歴史比較言語学的な観点から
示したことである。話し手のいない文献言語
から、プロソディーについての情報を引き出
すことは決して容易でない。プロソディーに
ついての情報が文字によって書き残されて
いることはまれであるからである。しかしな
がら、文献言語の場合においても、プロソデ
ィーについての情報を導き出すことは決し
て不可能ではない。本研究では、アナトリア
祖語の時期に生じた子音の弱化および語末
の-r の消失という、一見したところ無関係な
別個の２つの音法則にみえる現象に対して、
モーラという観点から整合的で例外を許さ
ない説明を施した。すなわち、アクセントの
ある長母音をはじめのモーラにアクセント
のある２モーラ連続と再解釈することによ
って、直前のモーラがアクセントを有しない
場合に、子音は弱化し、また語末の-r は消失
すると解釈することができる。なおこの研究
成果はイギリス言語学会雑誌 Transactions of 
the Philological Society 109/1 (2011)に掲載さ
れた。 
 
(2) 一般に受け入れられている見方によれば、
語幹形成母音によって特徴づけられるヒッ
タイト語の能動態動詞は印欧祖語に再建さ
れる語幹形成母音*-e/o-の交替を保持してい
ると考えられている。しかしながら、問題と
なる動詞を歴史言語学的な立場から分析し
た結果、前ヒッタイトの時期に、さらにはア
ナトリア祖語の時期に、語幹形成母音*-o-を
再建する実質的な根拠が見出せないことが
分かった。ヒッタイト語の能動態動詞のパラ
ダイムに共時的にみられる語幹形成母音-a-
は印欧祖語の*-o-には由来しない。この-a-は
多くの場合、「アナトリア祖語の*e は共鳴音
が後続する開音節の位置でアクセントが先
行する場合、ヒッタイト語で a になる」とい
う音法則によって歴史的に説明することが
できる。また楔形文字ルウィ語の３人称単数
過去形にみられる-(i)¥a-については、母音*o
を含む*-¥o-に由来すると考えられるが、この
*-¥o-は能動態ではなく、中・受動態の特徴を
継承している。以上の分析によって、アナト
リア祖語の能動態動詞パラダイムにふくま
れる語幹形成母音については、*-e-が一貫し
て再建されなければいけないことを主張し



たい。ここで引き出された知見は、語幹形成
母音*-e/o-はパラダイム内部で交替するとい
う伝統的な印欧語比較文法においてとられ
ている見方と根本的に相容れない。アナトリ
ア祖語に一貫して再建される*-e-がアナトリ
ア語派が分岐する以前の印欧祖語の状態を
保持している特徴なのか、それともアナトリ
ア語派内部での革新的特徴なのかは、今後検
証していかなければならない重要な課題で
ある。 
 
(3) ギリシア語-maéν、ヒッタイト語-(æ)æaæat(i)、
リュキア語-xagã という１人称単数中・受動
態過去語尾は一見したところ規則的に対応
し、基本語尾*-h2e が反復した*-h2eh2e という
祖形に遡るように思える。しかしながら、こ
れらの３つはそれぞれの言語内部の歴史の
なかで二次的につくられた形式である。その
理由はつぎのとおりである。基本語尾*-h2e
が反復される形態変化は後期ヒッタイト語
の時期に顕著にみられるが、反復語尾だけで
なく非反復語尾も存続しており、両者のあい
だには機能的差異がない。もし印欧祖語やア
ナトリア祖語の時期に反復語尾がつくられ
ていたと想定するなら、数千年もしくは１千
年以上にわたって反復語尾と非反復語尾が
自由変異の関係にあったことになる。このよ
うなきわめて進行速度の遅い言語変化を考
えることはできない。比較方法が祖語の再建
という目標に向けてもっとも有効な方法で
あることはいうまでもない。しかし、同時に
その限界を認識することは重要である。 
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